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「
９
〜
10
世
紀
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
君
主

『
ボ
リ
ス
公
と
シ
メ
オ
ン
帝
』の
イ
コ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
」再
論

ア
ク
シ
ニ
ア
・
ジ
ュ
ロ
ヴ
ァ

［
編
集
部
注
：
第
一
次
ブ
ル
ガ
リ
ア
帝
国
︵
７
世
紀
後
半
～
11

世
紀
前
半
︶
で
は
、ボ
リ
ス
１
世
︵
在
位
：
８
５
２
～
８
８
９
年
︶

が
、
キ
リ
ス
ト
教
に
帰
依
し
、
国
民
に
も
改
宗
を
強
い
た
。

そ
の
息
子
で
あ
る
シ
メ
オ
ン
１
世
︵
在
位
：
８
９
３
年
～
９
２

７
年
︶
の
も
と
で
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
正
教
会
が
確
立
さ
れ
、
コ

ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ポ
リ
ス
総
主
教
か
ら
独
立
し
た
。
シ
メ

オ
ン
帝
の
と
き
、
君
主
の
称
号
を
、
そ
れ
ま
で
の
ハ
ー
ン

︵
汗
︶
か
ら
皇
帝
に
変
え
、
帝
国
は
領
土
を
拡
大
。
文
化
的

に
も
最
盛
期
を
実
現
し
た
］

国
家
指
導
者
と
宗
教
指
導
者
を
兼
ね
た
「
皇
帝
」

　
﹁
帝
国
と
キ
リ
ス
ト
教
徒
皇
帝
」
と
い
う
教
義
、
す
な
わ
ち
帝

国
の
一
体
性
の
前
提
条
件
と
し
て
の
﹁
神
聖
君
主
制
」
と
い
う

思
想
の
神
学
的
基
盤
を
築
い
た
学
者
は
、
周
知
の
と
お
り
カ
エ

サ
レ
ア
の
エ
ウ
セ
ビ
オ
ス
︵
３
～
４
世
紀
︶
で
あ
っ
た
。
彼
が
キ

リ
ス
ト
教
に
お
け
る
最
初
の
政
治
神
学
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る

こ
と
は
、
決
し
て
偶
然
で
は
な
い
︵Farina, 1966 , 257 ; 2003 , 197 -

304
︶。
彼
の
政
治
神
学
の
中
心
的
概
念
は
、
帝
国
と
キ
リ
ス
ト
教

徒
皇
帝
は
、＂
天
に
あ
る
父
＂
と
＂
神
の
み
言
葉
＂︹
ロ
ゴ
ス
︺

のεἰκον
︵
エ
イ
コ
ー
ン
、
像
︶
で
あ
りm

im
esis

︵
ミ
メ
シ
ス
、
模
倣
︶
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で
あ
る

│
す
な
わ
ち
、
主
は
＂
天
に
あ
る
自
身
の
国
＂
の
地

上
に
お
け
る
投
影
像
と
し
て
帝
国
を
創
造
し
た

│
と
い
う
考

え
方
で
あ
っ
た
。

　

実
際
、
こ
の
文
脈
で
は
、
教
会
と
帝
国
は
ど
ち
ら
も
神
聖
な

る
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
共
同
体
の
﹁
像
」
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
政

教
一
致
以
外
の
あ
り
か
た
は
あ
り
え
な
い
。
教
会
と
帝
国
は
一

緒
に
な
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
共
同
体
を
形
成
す
る
。
つ
ま
り
、
キ

リ
ス
ト
教
の
帝
国
は
唯
一
の
指
導
者

│
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
皇

帝

│
を
戴
く
こ
と
し
か
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
教

会
と
皇
帝
を
並
列
す
る
の
で
は
な
く
皇
帝
の
権
力
を
教
会
の
そ

れ
よ
り
も
上
に
置
く
理
由
は
、
皇
帝
が
主
の
＂
副
王
＂、
神
の
ロ

ゴ
ス
︵
み
言
葉
︶

│
︵
そ
の
受
肉
と
し
て
の
︶
地
上
に
お
け
る
キ

リ
ス
ト

│
の
副
王
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
神
の
ロ
ゴ
ス
︵
み
言

葉
︶
た
る
キ
リ
ス
ト
の
副
王
で
あ
る
以
上
、
皇
帝
は
教
会
よ
り
も

上
位
で
あ
り
、
ま
た
総
体
と
し
て
の
帝
国
よ
り
も
上
位
に
あ
る
。

神
の
王
国
と
し
て
の
地
上
の
キ
リ
ス
ト
教
共
同
体
が
帝
国
と
同

一
視
さ
れ
、
神
の
都
が
教
会
と
同
一
視
さ
れ
た
の
は
、
偶
然
で

は
な
い
。
皇
帝
は
、
王
と
司
祭
と
預
言
者
と
い
う
三
重
の
機
能

を
果
た
す
ゆ
え
、
そ
れ
ら
を
総
合
し
た
権
力
を
行
使
す
る
。
そ

し
て
皇
帝
に
そ
の
力
が
与
え
ら
れ
た
の
は
、
彼
が
神
の
副
王
、

神
の
ロ
ゴ
ス
︵
み
言
葉
︶、
司
祭
に
し
て
預
言
者
た
る
キ
リ
ス
ト

│
の
副
王
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

国
家
と
教
会
の
こ
の
有
機
的
関
係
︵
し
ば
し
ば
ふ
た
つ
の
権
力
の

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
と
定
義
さ
れ
る
︶
が
最
も
強
く
明
示
さ
れ
る
の
は
、

両
権
力
が
同
じ
目
的
を
も
っ
た
時
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
時
代

を
、
わ
れ
わ
れ
は
９
世
紀
末
か
ら
10
世
紀
初
め
に
か
け
て
の
ブ

ル
ガ
リ
ア
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
ふ
た
つ
の
権
力

の
目
的
の
合
一
の
輝
か
し
い
例
が
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
ふ
た
り
の

君
主

│
ボ
リ
ス
公
と
シ
メ
オ
ン
帝

│
の
イ
コ
ノ
グ
ラ

フ
ィ
ー
な
の
で
あ
る
。

ふ
た
り
の
君
主

─
ロ
シ
ア
写
本
に
残
る
肖
像

　

ブ
ル
ガ
リ
ア
の
こ
の
ふ
た
り
の
支
配
者
の
図
像
は
、
現
存
す

る
手
稿
本
に
最
も
頻
繁
に
登
場
す
る
人
物
像
と
い
う
わ
け
で
は

な
い
。
そ
も
そ
も
15
世
紀
よ
り
前
の
教
会
エ
リ
ー
ト
に
関
連
し

た
図
像
は
、
実
質
的
に
は
現
存
し
な
い
か
、
あ
る
い
は
わ
れ
わ

れ
の
知
る
範
囲
に
は
な
い
。
古
代
ブ
ル
ガ
リ
ア
美
術
に
お
け
る

君
主
の
図
像
は
、
一
般
に
ビ
ザ
ン
ツ
の
伝
統
と
直
接
的
な
関
係
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が
あ
り
︵G

rabar, 1936 , 166 -296 ; G
uzelev, 1968

︶、
そ
う
し
た
図

像
が
広
範
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
第
二
次
ブ
ル
ガ
リ
ア

王
国
︵
１
１
８
５
～
１
３
９
６
年
︶
の
時
代
か
ら
で
あ
る
。

　

ブ
ル
ガ
リ
ア
の
諸
王
の
肖
像
と
し
て
今
ま
で
残
っ
て
い
る
中

で
最
も
有
名
な
も
の

│
１
３
４
４
／
４
５
年
の
﹁
マ
ナ
ッ
セ

ス
年
代
記
」
と
、
１
３
５
６
年
の
﹁
ロ
ン
ド
ン
福
音
書
」
に
収

め
ら
れ
て
い
る

│
は
こ
の
時
代
に
描
か
れ
た
︵Velm

ans, 1968 , 

93 -148

︶。
な
か
で
も
好
例
と
言
え
る
の
は
、﹁
年
代
記
」
の
最
初

の
部
分
に
あ
る
イ
ヴ
ァ
ン
・
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ル
王
と
年
代
記
作

者
マ
ナ
ッ
セ
ス
の
細
密
画
、
お
よ
び
年
代
記
最
後
の
部
分
に
あ

る
王
と
家
族
の
肖
像
、
そ
し
て
﹁
ロ
ン
ド
ン
福
音
書
」
の
中
の

国
王
一
家
の
細
密
画
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
細
密
画
は
従
来
か
ら

学
術
的
研
究
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
す
で
に
２
百
年
近
く
議

論
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
わ
れ
わ
れ
が
こ
こ
で
論
じ
よ
う
と
し
て

い
る
﹁
宗
教
指
導
者
崇
拝
と
比
較
し
た
君
主
崇
拝
」
に
関
係
す

る
時
代
よ
り
も
、
ず
っ
と
後
に
描
か
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
王

│
ス
ラ
ヴ
人
の
王

│
の
現
存

す
る
最
古
の
肖
像
画
は
、９
～
10
世
紀
の
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、

現
存
す
る
の
は
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
手
稿
本
を
手
本
に
し
た
後
年

の
ロ
シ
ア
の
写
本
︵
11
～
12
世
紀
︶
の
中
の
絵
だ
け
で
あ
る
。
本

稿
で
取
り
上
げ
る
の
は
、モ
ス
ク
ワ
の
﹁
説
教
福
音
書
」︵M

oscow, 

G
IM

, Syn. 262

︶
の
中
の
ボ
リ
ス
・
ミ
ハ
イ
ル
公
と
、
同
じ
く
モ

ス
ク
ワ
の
﹁
ヒ
ッ
ポ
リ
ュ
ト
ス
の
論
集
」︵M

oscow, G
IM

, 

C
hudov. 12

︶
の
中
の
シ
メ
オ
ン
帝
の
像
で
あ
る
︵Ivanova-

M
avrodinova, 1968 , 80 -120 ; idem

, 1976 , 111 -114  ; Popova, 1975 , 

28 , ill. 9

︶。

　
﹁
説
教
福
音
書
」︵Syn. 262

︶
は
最
近
の
年
代
研
究
で
11
～
12

世
紀
の
作
と
さ
れ
て
い
る
︵U

hanova, 2009 , 117 -156

︶。
そ
の
中

の
ボ
リ
ス
公
の
絵
は
正
面
の
全
身
像
で
、
２
本
の
円
柱
に
支
え

ら
れ
た
半
円
形
の
装
飾
付
き
ア
ー
チ
の
中
に
立
っ
て
お
り
、
背

景
は
金
色
に
塗
ら
れ
て
い
る
。
右
手
に
は
十
字
架
を
持
ち
、
左

手
は
胸
の
位
置
で
開
い
た
手
の
ひ
ら
を
こ
ち
ら
へ
向
け
て
い
る
。

頭
に
は
王
冠
を
戴
き
、
そ
の
ま
わ
り
に
後
光
が
描
か
れ
て
い
る
。

外
衣
チ
ュ
ニ
ッ
ク
と
マ
ン
ト
は
金
糸
を
使
っ
た
錦
織
で
あ
り
、

真
珠
で
飾
ら
れ
て
い
る
。
王
冠
は
当
時
の
ビ
ザ
ン
ツ
皇
帝
が
か

ぶ
っ
て
い
た
の
と
同
じ
型
、
つ
ま
り
基
部
が
柔
ら
か
く
中
央
に

宝
石
が
ひ
と
つ
付
い
た
＂
単
眼
＂
と
呼
ば
れ
る
タ
イ
プ
で
あ
る
。

マ
ン
ト
は
紫
色
を
し
て
い
る
。
頭
の
両
側
の
文
字
は
﹁
聖
ボ
リ
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ス
」
と
読
め
る
。

　

こ
の
細
密
画
は
、
極
め
て
シ
ン
プ
ル
な
彩
飾
が
印
象
的
な
論

集

│
冒
頭
の
文
字
は
輪
郭
が
２
重
線
で
書
か
れ
、
紫
に
着
色

さ
れ
て
い
る

│
に
収
め
ら
れ
て
出
版
さ
れ
た
。
そ
の
手
稿
本

は
、
２
葉
目
に
章
頭
飾
り
が
な
く
、
ま
た
他
の
細
密
画
も
収
め

ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
は
、
こ
の
ブ
ル
ガ
リ
ア
君
主
の
細
密

画
が
古
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
手
稿
本
か
ら
写
し
て
、
後
年
の
ロ
シ
ア

の
文
集
に
載
せ
ら
れ
た
と
い
う
説
を
裏
づ
け
る
論
拠
の
ひ
と
つ

に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
図
像
が
写
本
に
収
め
ら
れ
た
の
は
、
ブ

ル
ガ
リ
ア
の
人
々
を
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
さ
せ
た
と
い
う
彼
の

大
き
な
功
績
に
関
係
し
て
い
る
。
彼
が
統
治
し
て
い
た
時
代
に
、

ブ
ル
ガ
リ
ア
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
キ
リ
ス
ト
教
国
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

ロシアの「説教福音書」写本にある
ボリス公の細密画

ロシアの「ヒッポリュトスの論集」写本にあるシメオン帝の細密画とその復元図
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仲
間
入
り
を
し
た
の
で
あ
る
。

　
﹁
ヒ
ッ
ポ
リ
ュ
ト
ス
の
論
集
」︵C

hud. 12

︶
の
中
の
シ
メ
オ
ン

帝
の
細
密
画
は
か
な
り
ひ
ど
く
損
傷
し
て
い
る
。
ボ
リ
ス
公
の

息
子
で
あ
る
シ
メ
オ
ン
帝
は
、
２
層
構
造
の
円
錐
状
ア
ー
チ
の

中
に
正
面
の
全
身
像
で
描
か
れ
、
左
手
に
は
単
一
ド
ー
ム
屋
根

の
金
色
の
教
会
の
模
型
を
持
っ
て
い
る
。
マ
ン
ト
と
靴
と
王
冠

は
赤
、
後
光
は
金
色
で
あ
る
。
顔
に
は
顎
ひ
げ
が
な
い
。

　

多
く
の
研
究
者
の
意
見
で
は
︵
例
え
ばIvanova-M

avrodinova, 

1976 , 114

を
参
照
︶、
手
に
持
っ
て
い
る
の
は
シ
メ
オ
ン
帝
の
寄
進

で
プ
レ
ス
ラ
フ
に
建
て
ら
れ
た
円
形
教
会
︵
黄
金
教
会
と
も
呼
ば

れ
る
︶
の
模
型
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
教
会
は
、
第
一
次
ブ
ル

ガ
リ
ア
王
国
の
首
都
プ
レ
ス
ラ
フ
を
象
徴
す
る
建
物
の
ひ
と
つ

で
あ
る
。
シ
メ
オ
ン
帝
の
衣
服
の
装
飾
的
な
デ
ザ
イ
ン
は
プ
レ

ス
ラ
フ
に
今
も
残
る
建
物
の
床
の
白
粘
土
の
タ
イ
ル
と
壁
の
装

飾
に
似
て
お
り
︵
こ
の
点
は
、
こ
の
細
密
画
が
シ
メ
オ
ン
帝
を
描
い
た

も
の
だ
と
い
う
説
の
根
拠
の
ひ
と
つ
で
あ
る
︶、
ま
た
類
似
の
モ
チ
ー

フ
は
ビ
ザ
ン
ツ
の
皇
帝
た
ち
の
衣
服
に
も
見
ら
れ
、
東
方
の
織

物
に
と
て
も
よ
く
似
て
い
る
︵Ivanova-M

avrodinova, 1976 , 111

︶。

ブ
ル
ガ
リ
ア
文
化
の
「
黄
金
時
代
」
を

も
た
ら
し
た
父
子

　

ふ
た
り
の
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
君
主
は
、
な
に
ゆ
え
に
有
名
な
の

第１次ブルガリア王国の首都・プレスラフ（ヴェリキー・プレス
ラフ市）に残るトゥズララカ修道院のタイル張りの床。シメオン
帝の細密画（前頁）の衣服の模様と似ている
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だ
ろ
う
か
？　

む
ろ
ん
、
ス
ラ
ヴ
圏
の
キ
リ
ス
ト
教
国
家
の
最

初
の
モ
デ
ル
を
作
り
出
し
、
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
に
お
け
る
﹁
教
会

指
導
者
と
君
主
」
の
関
係
に
学
ん
で
﹁
宗
教
︲
世
俗
権
力
」
の

関
係
を
整
備
し
た
の
は
、
彼
ら
の
時
代
で
あ
り
、
彼
ら
の
努
力

に
よ
る
の
だ
が

│
。

　

汗
︵
ハ
ー
ン
︶
に
し
て
公
︵
ク
ニ
ャ
ス
︶
で
あ
っ
た
ボ
リ
ス
︵
生

年
不
明
～
９
０
７
年
５
月
２
日
︶
は
、
８
５
２
年
か
ら
８
８
９
年
ま

で
ブ
ル
ガ
リ
ア
を
治
め
た
。
彼
の
時
代
に
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
人
々

は
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
し
︵
８
６
４
年
︶、
ブ
ル
ガ
リ
ア
独
立
教

会
︵
自
治
教
会
︶
が
生
ま
れ
、
礼
拝
に
は
古
ブ
ル
ガ
リ
ア
語
と
そ

の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
が
採
用
さ
れ
、
最
初
の
ス
ラ
ヴ
・
ブ
ル
ガ

リ
ア
文
芸
活
動
の
中
心
が
組
織
さ
れ
た
︵К

М
Е ,A

-3 , I,  1985 , 222 -

233

︶。
こ
の
時
代
は
ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
会
の
建
立
も
さ
か

ん
に
行
わ
れ
た
。
例
え
ば
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
９
世
紀
の
年
代
記

外
典
に
は
﹁
ボ
リ
ス
は
自
ら
が
支
配
す
る
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
領
土

全
体
を
７
つ
の
大
教
会
で
囲
い
込
ん
だ
」
と
い
う
記
述
が
見

え
る
。

　

自
国
の
首
都
に
キ
ュ
リ
ロ
ス
と
メ
ト
デ
ィ
オ
ス
の
弟
子
で
あ

る
ク
リ
メ
ン
ト
、
ナ
ウ
ム
、
ア
ン
ゲ
ラ
リ
イ
を
迎
え
た
の
も
彼

の
治
世
だ
っ
た
。
ク
リ
メ
ン
ト
ら
は
大
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
王
国
の
ス

ラ
ヴ
人
を
正
教
に
改
宗
さ
せ
る
こ
と
に
失
敗
し
て
モ
ラ
ヴ
ィ
ア

か
ら
追
放
さ
れ
︵
８
８
５
年
以
降
︶、ブ
ル
ガ
リ
ア
に
や
っ
て
来
た
。

そ
こ
か
ら
彼
ら
に
よ
る
ブ
ル
ガ
リ
ア
で
の
文
化
的
な
伝
道
活
動

が
始
ま
り
、
キ
ュ
リ
ロ
ス
と
メ
ト
デ
ィ
オ
ス
が
作
っ
た
ス
ラ
ヴ

語
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
が
生
き
延
び
た
の
だ
っ
た
。
キ
ュ
リ
ロ
ス

と
メ
ト
デ
ィ
オ
ス
の
別
の
弟
子
た
ち
と
多
数
の
聖
職
者
の
グ

ル
ー
プ
も
、
プ
レ
ス
ラ
フ
の
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ン
に
率
い
ら
れ

て
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ポ
リ
ス
経
由
で
プ
リ
ス
カ
︵
第
一
次
ブ

ル
ガ
リ
ア
王
国
の
最
初
の
首
都
︶
に
到
着
し
た
。

　

ボ
リ
ス
公
の
治
世
は
、
文
芸
活
動
の
中
心
が
２
カ
所
に
で
き

た
点
で
も
特
筆
に
値
す
る
。
ひ
と
つ
は
ブ
ル
ガ
リ
ア
南
東
部
の

オ
フ
リ
ド
を
中
心
と
す
る
ク
ト
ミ
チ
ェ
ヴ
ィ
ツ
ァ
地
域
、
も
う

ひ
と
つ
は
首
都
の
プ
リ
ス
カ
で
あ
る
。
ク
リ
メ
ン
ト
は
７
年
間

に
３
千
５
百
人
の
学
生
を
教
育
し
、
精
力
的
な
啓
蒙
活
動
を
行

っ
た
。
ボ
リ
ス
公
と
い
う
強
力
な
後
ろ
盾
を
も
つ
彼
は
、
聖
パ

ン
テ
レ
イ
モ
ン
修
道
院
と
教
会
を
新
設
し
、
教
会
は
後
に
大
主

教
の
住
居
に
変
わ
っ
た
。
ま
た
、
最
初
は
プ
リ
ス
カ
で
、
後
に

は
プ
レ
ス
ラ
フ
で
、
ナ
ウ
ム
と
そ
の
弟
子
た
ち
や
ク
リ
メ
ン
ト
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の
弟
子
た
ち
が
活
動
し
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
。
ク
リ
メ
ン

ト
は
や
が
て
ブ
ル
ガ
リ
ア
語
を
使
う
最
初
の
主
教
と
な
り
︵
８
９

３
年
︶、
ブ
ル
ガ
リ
ア
文
学
の
黄
金
時
代
の
基
礎
を
築
い
た
。

　

８
８
９
年
、
ボ
リ
ス
は
退
位
し
て
バ
シ
リ
カ
︵
大
聖
堂
︶
近
く

の
修
道
院
に
隠
棲
し
た
。
し
か
し
後
を
継
い
だ
息
子
︵
長
男
︶
の

ヴ
ラ
デ
ィ
ミ
ル
・
ラ
サ
テ
は
異
教
︵
キ
リ
ス
ト
教
以
前
の
土
着
宗
教
︶

の
復
活
を
は
か
っ
た
の
で
、
ボ
リ
ス
は
や
む
な
く
８
９
３
年
に

君
主
の
地
位
に
復
帰
し
た
。
そ
の
結
果
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
キ
リ

ス
ト
教
は
完
全
に
国
教
と
し
て
確
立
さ
れ
た
。
同
じ
年
、
世
俗

の
貴
族
と
高
位
聖
職
者
と
国
民
の
代
表
た
ち
が
出
席
し
た
プ
レ

ス
ラ
フ
教
会
会
議
で
、
ボ
リ
ス
の
息
子
︵
３
男
︶
シ
メ
オ
ン
が
全

ブ
ル
ガ
リ
ア
人
の
公
と
な
る
こ
と
が
宣
言
さ
れ
た
。
シ
メ
オ
ン

は
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ポ
リ
ス
で
学
ん
だ
後
、
修
道
士
と
な
る

道
を
歩
ん
で
い
た
が
、
修
道
誓
願
を
放
棄
し
て
即
位
し
た
の
で

あ
る
。
首
都
は
大
プ
レ
ス
ラ
フ
へ
移
さ
れ
、
ボ
リ
ス
公
は
再
び

引
退
し
て
修
道
院
に
入
っ
た
。

　

シ
メ
オ
ン
帝
︵
８
６
３
／
６
４
年
頃
～
９
２
７
年
５
月
27
日
︶
は

８
９
３
年
か
ら
９
１
３
年
ま
で
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
公
︵
ク
ニ
ャ
ス
︶

で
あ
り
、
９
１
３
年
か
ら
９
２
７
年
ま
で
は
ブ
ル
ガ
リ
ア
皇
帝

︵
ツ
ァ
ー
ル
︶
と
し
て
在
位
し
た
︵К

М
Е, П

-С
,III,  2003 , 591 -600

︶。

ク
レ
モ
ナ
の
司
教
リ
ウ
ト
プ
ラ
ン
ド
に
よ
れ
ば
、
シ
メ
オ
ン
は

非
常
に
若
い
時
に
﹁
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ポ
リ
ス
で
修
辞
学
と

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
三
段
論
法
を
学
ん
だ
」
と
さ
れ
る
。
彼
は

マ
グ
ナ
ウ
ラ
宮
殿
内
の
学
園
で
学
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

学
園
は
、
９
世
紀
後
半
に
カ
エ
サ
レ
ア
の
ア
レ
タ
ス
が
研
究
活

動
に
着
手
し
、
ま
た
後
の
東
ロ
ー
マ
皇
帝
︵
マ
ケ
ド
ニ
ア
王
朝
︶

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
７
世
︵
あ
だ
名
は
ポ
ル
フ
ュ
ロ
ゲ
ネ
ト
ス
︿
緋

色
の
産
室
生
ま
れ
﹀
／
帝
国
史
上
随
一
の
文
人
皇
帝
︶
が
教
育
を
受
け

た
場
所
で
あ
る
。
こ
の
環
境
は
﹁
マ
ケ
ド
ニ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
」

と
百
科
全
書
的
教
育
の
源
で
あ
っ
た
。

　

再
び
リ
ウ
ト
プ
ラ
ン
ド
を
引
用
す
る
な
ら
、
シ
メ
オ
ン
は
﹁
そ

の
後
、
学
問
を
あ
き
ら
め
、
自
身
の
身
を

│
世
に
言
わ
れ
る

よ
う
に

│
修
道
院
の
禁
欲
生
活
に
捧
げ
た
」。
こ
の
記
述
は
、

ボ
リ
ス
公
が
シ
メ
オ
ン
に
ブ
ル
ガ
リ
ア
と
い
う
国
の
霊
的
生
活

を
託
そ
う
と
意
図
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
証
拠
と
さ
れ
て
い
る

︵B
ojilov, 1983 , 36

︶。
つ
ま
り
、
王
家
が
血
縁
の
人
材

│
こ
の

場
合
は
公
の
息
子
シ
メ
オ
ン

│
を
使
っ
て
、
世
俗
権
力
と
霊

的
︵
宗
教
的
︶
権
力
の
両
方
を
支
配
す
る
政
策
を
、
自
覚
的
に
、
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し
っ
か
り
し
た
基
盤
の
上
で
行
っ
て
い
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る

の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
修
道
院
で
の
シ
メ

オ
ン
の
隠
遁
生
活
は
長
く
は
続
か
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
、
キ

ュ
リ
ロ
ス
と
メ
ト
デ
ィ
オ
ス
の
弟
子
た
ち
の
来
訪
を
契
機
と
し

て
、
８
８
５
年
以
降
、
シ
メ
オ
ン
は
彼
ら
の
文
芸
活
動
に
大
き

く
か
か
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
首
都
を
プ
リ
ス
カ
か
ら

プ
レ
ス
ラ
フ
へ
移
し
た
の
も
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
に
と
っ
て
の
プ
レ

ス
ラ
フ
を
ビ
ザ
ン
ツ
に
お
け
る
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ポ
リ
ス
に

あ
た
る
都
に
し
よ
う
と
い
う
シ
メ
オ
ン
の
熱
望
の
表
れ
で
は
な

い
か
と
さ
れ
る
。
か
く
し
て
、
若
き
シ
メ
オ
ン
の
周
囲
に
、
高

い
教
養
を
も
つ
人
々
の
サ
ー
ク
ル
が
形
成
さ
れ
た
。
そ
の
中
に

は
オ
フ
リ
ド
の
ク
リ
メ
ン
ト
と
ナ
ウ
ム
、
プ
レ
ス
ラ
フ
の
コ
ン

ス
タ
ン
テ
ィ
ン
、
ヨ
ア
ン
・
エ
グ
ザ
ル
フ
、
修
道
士
︵
チ
ェ
ル
ノ

リ
ゼ
ツ
︶
フ
ラ
バ
ル
、
聖
職
者
グ
リ
ゴ
リ
イ
、
ト
ゥ
ド
ル
・
ド
ク

ソ
フ
と
い
っ
た
学
者
や
著
述
家
が
含
ま
れ
て
い
た
。

　

シ
メ
オ
ン
が
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ポ
リ
ス
で
受
け
た
高
い
教

育
と
、
当
時
の
ビ
ザ
ン
ツ
の
首
都
で
生
み
出
さ
れ
た
エ
リ
ー
ト

の
文
化
を
模
倣
し
よ
う
と
い
う
情
熱
を
考
え
れ
ば
、
そ
れ
も
当

然
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
古
ブ
ル
ガ
リ
ア
語
の
文
献
を
見

る
と
、
翻
訳
者
た
ち
の
優
れ
た
力
だ
け
で
な
く
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
文
章
の
筆
者
た
ち
の
高
い
能
力
も
う
か
が
わ
れ
る
。

　

シ
メ
オ
ン
の
野
望
は
キ
リ
ス
ト
教
国
の
新
首
都
プ
レ
ス
ラ
フ

と
し
て
具
現
化
さ
れ
、
彼
は
こ
の
都
市
を
、
当
時
の
文
化
的
規

範
の
最
高
レ
ベ
ル
で
あ
っ
た
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ポ
リ
ス
や
イ

ェ
ル
サ
レ
ム
と
並
ぶ
も
の
に
し
よ
う
と
し
た
。
こ
う
し
た
彼
の

情
熱
は
、
研
究
者
た
ち
が
﹁
黄
金
時
代
」
と
呼
ん
で
き
た
特
筆

す
べ
き
現
象
を
開
花
さ
せ
た
。
支
配
者
や
宮
廷
エ
リ
ー
ト
の
求

め
に
応
じ
て
翻
訳
さ
れ
た
文
献
類
は
、
質
に
お
い
て
ビ
ザ
ン
ツ

の
最
良
の
も
の
に
匹
敵
し
た
︵D

žurova, Velinova, 2011 , 83 -105

︶。

　

こ
の
時
代
に
翻
訳
さ
れ
た
作
品
の
水
準
の
高
さ
は
、
古
ブ
ル

ガ
リ
ア
語
文
学
の
第
一
世
代
を
担
っ
た
人
々
が
ギ
リ
シ
ャ
語
と

神
学
文
献
の
両
方
に
つ
い
て
優
れ
た
知
識
を
も
っ
て
い
た
こ
と

を
証
明
し
て
い
る
。
ま
た
彼
ら
は
、
必
ず
し
も
自
分
た
ち
が
よ

く
知
っ
て
い
た
作
品
す
べ
て
を
ブ
ル
ガ
リ
ア
語
に
訳
し
た
わ
け

で
は
な
か
っ
た
。
プ
レ
ス
ラ
フ
の
文
学
活
動
は
驚
く
ほ
ど
盛
ん

で
あ
っ
た
。
な
に
し
ろ
数
十
年
で
ビ
ザ
ン
ツ
の
典
礼
文
書
と
神

学
文
献
の
主
な
ジ
ャ
ン
ル
を
ブ
ル
ガ
リ
ア
語
に
訳
し
、
ス
ラ
ヴ
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語
文
学
全
体
に
永
続
的
に
残
る
説
教
・
教
理
問
答
の
分
野
を
付

け
加
え
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
実
例
と
し
て
、
典
礼
の
テ
キ
ス
ト
だ
け
で
な
く
、
主
要

な
神
学
百
科
全
書
の
数
々
も
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば

﹁
ヘ
ク
サ
メ
ロ
ン
︵
天
地
創
造
の
６
日
間
に
関
す
る
論
書
︶」、
歴
史
学

文
献
、
教
父
た
ち
の
著
作
、
修
辞
学
文
献
と
聖
人
伝
、
修
道
士

た
ち
の
著
作
［﹁
天
国
へ
の
階
梯
」﹁
ア
ッ
バ
・
ド
ロ
テ
ウ
ス
︵
ガ
ザ
の

ド
ロ
テ
ウ
ス
︶
の
説
教
」﹁
パ
テ
リ
コ
ン
︵
教
訓
集
︶」﹁
シ
リ
ア
の
エ
フ

レ
ム
の
訓
戒
」
な
ど
］
で
あ
る
。

　

か
つ
て
の
ブ
ル
ガ
リ
ア
王
の
図
書
館
に
あ
っ
た
キ
リ
ル
文
字

手
稿
群
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
ロ
シ
ア
に
あ
る
そ
の
写
本
か
ら
し
か

知
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、﹁
グ
ラ
ゴ
ル
文
字
の
古
写
本
に
一
般

的
に
見
ら
れ
る
地
方
的
な
デ
ザ
イ
ン
で
は
な
く
、
コ
ン
ス
タ
ン

テ
ィ
ノ
ポ
リ
ス
の
高
度
な
装
飾
と
細
密
画
技
法
に
従
っ
て
作
ら

れ
た
」
と
の
説
を
裏
付
け
て
い
る
。
11
～
12
世
紀
の
﹁
オ
ス
ト

ロ
ミ
ー
ル
福
音
書
」
や
﹁
ム
ス
チ
ス
ラ
フ
福
音
書
」、
１
０
７
３

年
の
﹁
ス
ヴ
ェ
ト
ス
ラ
フ
︵
シ
メ
オ
ン
︶
の
聖
句
集
」
な
ど
、
宮

廷
の
求
め
に
応
じ
て
翻
訳
さ
れ
装
飾
を
施
さ
れ
た
手
稿
本
は
、

９
世
紀
末
か
ら
10
世
紀
に
か
け
て
ビ
ザ
ン
ツ
の
首
都
で
作
ら
れ

た
最
高
レ
ベ
ル
の
手
稿
本
装

飾
︵
な
か
で
も
特
に
彩
色
ビ
ザ
ン

ツ
様
式
で
装
飾
さ
れ
た
作
品
︶
に

比
肩
し
う
る
素
晴
ら
し
さ
で

あ
る
︵D

žurova, 2002

︶。

　

プ
レ
ス
ラ
フ
で
は
、
バ
シ

リ
カ
式
︵
長
堂
式
︶
や
交
差
ヴ

ォ
ー
ル
ト
︵
穹
き
ゅ
う

窿り
ゅ
う
︶
式
天
井

の
教
会
が
精
力
的
に
建
設
さ

れ
た
。
そ
の
頂
点
を
な
す
の

が
、
皇
帝
の
宮
殿
か
ら
10
メ
ー

ト
ル
し
か
離
れ
て
い
な
い
場

所
に
建
て
ら
れ
た
円
形
教
会

︵
黄
金
教
会
︶
で
あ
る
。
こ
の

教
会
は
丸
天
井
の
円
形
建
造

物
に
長
方
形
の
拝
廊
と
正
方

形
の
ア
ト
リ
ウ
ム
︵
吹
き
抜
け
︶

が
付
い
た
構
造
で
、
彫
塑
や

陶
製
の
タ
イ
ル
類
で
豊
か
に

プレスラフの教会の陶製化粧タイル
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装
飾
さ
れ
て
い
る
。
議
論
の
余
地
な
く
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ポ

リ
ス
の
教
会
構
造
に
似
て
お
り
、
そ
の
類
似
に
つ
い
て
は
多
く

の
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。
プ
レ
ス
ラ
フ
の
教
会
や
居
住
用
建

造
物
の
床
と
壁
を
飾
る
陶
製
タ
イ
ル
は
装
飾
の
種
類
が
豊
富
で
、

手
稿
本
の
装
飾
に
比
し
て
語
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
エ
ナ
メ
ル

工
芸
品
や
織
物
、
教
会
で
使
う
金
属
器
の
装
飾
と
比
べ
て
も
遜

色
が
な
い
︵A

krabova-Jandova, 1976 , 62 -80 ; Totev, 1988

︶。

　

当
時
と
し
て
は
前
例
の
な
い
こ
の
建
築
面
の
隆
盛
は
、
ギ
リ

シ
ャ
語
か
ら
翻
訳
さ
れ
た
ス
ラ
ヴ
語
手
稿
本
の
ジ
ャ
ン
ル
の
幅

広
さ
や
見
事
な
装
飾
と
歩
調
を
そ
ろ
え
て
発
展
し
た
も
の
で
、

ボ
リ
ス
公
と
シ
メ
オ
ン
帝
と
い
う
ふ
た
り
の
ブ
ル
ガ
リ
ア
君
主

が
果
た
し
た
役
割
の
必
然
の
結
果
で
あ
っ
た
。
こ
の
ふ
た
り
が
、

﹁
キ
リ
ス
ト
教
の
ブ
ル
ガ
リ
ア
国
家
に
し
て
、
ス
ラ
ヴ
人
の
国
家
」

の
最
初
の
モ
デ
ル
を
設
計
し
、
確
立
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ

え
に
こ
の
時
代
は
、﹁
国
家
と
宗
教
と
い
う
ふ
た
つ
の
権
力
の
意

向
が
一
体
に
な
っ
た
時
に
、
帝
王
の
図
像
学
︵
イ
コ
ノ
グ
ラ

フ
ィ
ー
︶
が
発
達
す
る
」
と
い
う
事
実
を
明
確
に
示
し
て
く
れ
る

の
で
あ
る
。

「
十
字
架
」や「
教
会
の
模
型
」を
手
に
持
つ
君
主
像

　
﹁
説
教
福
音
書
」
の
ボ
リ
ス
公
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
属
性

│

十
字
架

│
を
手
に
持
つ
姿
に
描
か
れ
、
背
景
は
頂
上
に
十
字

架
の
付
い
た
ア
ー
チ
の
枠
で
囲
わ
れ
て
い
る
。
円
柱
の
装
飾
は
、

現
在
も
プ
レ
ス
ラ
フ
に
残
る
10
世
紀
の
陶
製
イ
コ
ノ
ス
タ
シ
ス

︵
聖
障
／
内
陣
と
至
聖
所
を
区
切
る
、
イ
コ
ン
で
飾
ら
れ
た
壁
︶
の
柱
頭

を
、
そ
っ
く
り
写
し
と
っ
て
い
る
。
円
柱
や
、
ボ
リ
ス
公
の
頭

上
の
ア
ー
チ
の
フ
リ
ー
ズ
︵
天
井
の
す
ぐ
下
の
壁
の
帯
状
の
部
分
︶

の
デ
ザ
イ
ン
も
、
上
述
の
陶
製
イ
コ
ノ
ス
タ
シ
ス
の
コ
ピ
ー
で

あ
る
︵B

ulgaria in the B
yzantine W

orld, 2011 , 20 , ill. 48

︶。
こ
う

し
た
類
似
の
好
例
は
﹁
ヒ
ッ
ポ
リ
ュ
ト
ス
の
論
集
」
の
中
の
シ

メ
オ
ン
帝
の
ダ
ル
マ
テ
ィ
カ
︵
聖
職
者
の
外
衣
︶
の
装
飾
に
見
ら

れ
、
特
に
ロ
ゼ
ッ
ト
の
模
様
が
プ
レ
ス
ラ
フ
の
床
の
模
様
と
似

て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
シ
メ
オ
ン
帝
の
絵
姿
が
ビ
ザ

ン
ツ
の
イ
コ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
パ
タ
ー
ン
に
な
ら
っ
て
描
か
れ
、

手
に
教
会
の
模
型
︵
彼
が
建
て
た
黄
金
教
会
︶
を
持
っ
て
い
る
の

は
、
偶
然
で
は
な
い
。

　

ふ
た
り
の
君
主
の
政
策
の
合
致
、
つ
ま
り
ボ
リ
ス
公
が
目
覚
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め
た
君
主
と
さ
れ

て
、
キ
リ
ス
ト
教

の
信
仰
の
強
化
を

目
指
す
彼
の
活
動

は
息
子
の
シ
メ
オ

ン
に
継
承
さ
れ
た

こ
と
を
示
す
証
拠

は
、
ト
ゥ
ド
ル
・

ド
ク
ソ
フ
修
道
士

に
よ
る
以
下
の
記

述
に
見
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
﹁
ア
タ
ナ
シ
ウ

ス
の
書
と
呼
ば
れ

る
こ
れ
ら
信
仰
の

書
は
、
わ
れ
ら
が

シ
メ
オ
ン
公
の
命

に
よ
り
、
メ
ト

デ
ィ
オ
ス
の
弟
子

に
し
て
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
大
主
教
た
る
ギ
リ
シ
ャ
の
主
教
コ
ン
ス
タ

ン
テ
ィ
ン
に
よ
っ
て
、
世
界
の
創
造
か
ら
６
４
１
４
年
目
︵
西
暦

９
０
６
年
︶、
第
10
イ
ン
デ
ィ
ク
テ
ィ
オ
︵
イ
ン
デ
ィ
ク
テ
ィ
オ
は
、

か
つ
て
使
わ
れ
た
﹁
15
年
」
を
表
す
年
代
単
位
︶
の
年
に
、
ス
ラ
ヴ

語
に
翻
訳
さ
れ
た
。
同
公
の
命
に
よ
り
、
６
４
１
５
年
︵
９
０
７

年
︶、
テ
ィ
チ
ャ
川
の
河
口
に
て
、
そ
れ
ら
の
書
の
写
本
が
ト
ゥ

ド
ル
・
ド
ク
ソ
フ
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
。
そ
の
地
は
、
公
が
新

し
い
聖
黄
金
教
会
を
建
て
た
場
所
で
あ
っ
た
。
同
じ
年
の
５
月

２
日
土
曜
日
の
夜
、
公
の
父
に
し
て
神
の
謙
虚
な
し
も
べ
で
あ

り
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
へ
の
真
の
信
仰
に
生
き
て
こ
ら
れ
た

方
が
逝
去
さ
れ
た
⋮
⋮
」

　

近
年
、﹁
説
教
福
音
書
」
と
﹁
ヒ
ッ
ポ
リ
ュ
ト
ス
の
論
集
」
の

中
の
ブ
ル
ガ
リ
ア
君
主
の
絵
を
、
ロ
シ
ア
︵
キ
エ
フ
大
公
国
︶
の

公
だ
っ
た
ボ
リ
ス
と
グ
レ
ブ
の
図
像
と
結
び
付
け
よ
う
と
い
う

試
み
が
あ
る
︵U

hanova, 2009 , 117 -156

︶。
し
か
し
、
こ
の
説
は
、

こ
の
分
野
の
専
門
家
た
ち
の
従
来
の
多
く
の
見
解
や
論
拠
と
の

整
合
性
を
欠
く
︵Filim

onov, 1875 , 51 -53 ; Svirin, 1950 , 20 , 24 ; 

Lazarev, 1953 , 476 -478 ; Šcepkina, Protasieva, 1958 , 15 ; G
olyšenko, 

1959 , 394 , 407 , 412 -415 ; Ivanova-M
avrodinova, 1968 , 108 -110 ; 

プレスラフの教会の陶製のイコノスタシス（聖障）
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V
zdornov, 1980 , 16 -17 ; D

žurova, 1981 , 26 ; G
uzelev, 1985 , 228 ; 

Protasieva, 1980 , 10 ; Popova, 1983 , 23 ; M
aslenicyn, 1998 , 92 -93 ; 

G
orskij-N

evostruev, 1859 , 409 ; Sreznevskij, 1867 , 47 -48

︶。
そ
れ
ば

か
り
で
な
く
、
そ
れ
ら
の
細
密
画
を
収
め
た
部
分
の
テ
キ
ス
ト

自
体
が
疑
い
な
く
古
ブ
ル
ガ
リ
ア
語
の
書
き
方
や
モ
デ
ル
に
従

っ
て
い
る
と
い
う
事
実
と
も
矛
盾
す
る
。
こ
の
点
、
２
枚
の
細

密
画
が
収
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
ど
の
よ
う
な
書
物
な
の
か
の

研
究
が
重
要
で
あ
る
。

　
﹁
説
教
福
音
書
」︵Syn. 262

︶
は
、
日
曜
日
の
教
会
の
説
教
を

集
め
た
本
で
あ
る
。
こ
の
手
稿
本
は
９
世
紀
末
に
、
メ
ト
デ
ィ

オ
ス
の
弟
子
で
あ
る
プ
レ
ス
ラ
フ
の
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ン
に
よ

っ
て
編
纂
さ
れ
た
。
も
う
一
方
の
﹁
ヒ
ッ
ポ
リ
ュ
ト
ス
の
論
集
」

と
呼
ば
れ
る
書
物
︵C

hudov 12

︶
に
は
、
ヒ
ッ
ポ
リ
ュ
ト
ス
主
教

が
語
っ
た
﹁
キ
リ
ス
ト
と
キ
リ
ス
ト
反
対
者
に
つ
い
て
」
と
﹁
預

言
者
ダ
ニ
エ
ル
へ
の
注
釈
」
の
説
教
が
収
め
ら
れ
て
い
る

︵Ivanova-M
avrodinova, 1976 , 116 ,117

︶。
つ
ま
り
、
ブ
ル
ガ
リ
ア

の
王
を
描
い
た
細
密
画
は
、
そ
の
本
の
テ
キ
ス
ト
と
は
特
に
関

係
が
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
こ
に
王
の
絵
が
あ
る
と
い
う

こ
と
は
、
出
版
を
委
嘱
し
た
人
物
で
あ
る
と
し
か
説
明
の
し
よ

う
が
な
い

│
す
な
わ
ち
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
ボ
リ
ス
公
と
シ
メ
オ

ン
帝
、
そ
し
て
後
の
時
代
の
写
本
で
あ
れ
ば
、
11
～
12
世
紀
の

キ
エ
フ
大
公
国
の
公
で
あ
る
︵U

hanova, 2009 , 135 -136

︶。

　

こ
の
細
密
画
に
関
す
る
最
も
古
い
時
期
の
記
録
は
フ
ィ
リ
モ

ノ
フ
が
残
し
た
記
述
で
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
シ
メ
オ
ン
帝
の
絵

の
背
景
は
青
色
で
教
会
の
模
型
は
金
色
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、

こ
の
記
述
は
、
シ
メ
オ
ン
が
プ
レ
ス
ラ
フ
の
テ
ィ
チ
ャ
川
の
河

口
に
﹁
新
し
い
黄
金
の
教
会
」
を
建
て
た
と
い
う
上
記
の
引
用

と
符
合
し
て
い
る
。
シ
メ
オ
ン
と
同
時
代
に
生
き
た
古
ブ
ル
ガ

リ
ア
語
の
著
述
家
で
あ
る
ヨ
ア
ン
・
エ
グ
ザ
ル
フ
も
、
壁
に
描

か
れ
彩
色
さ
れ
た
シ
メ
オ
ン
の
図
像
に
関
す
る
情
報
を
残
し
て

い
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
黄
金
教
会
内
の
彼
の
図
像
の
こ
と
で

あ
ろ
う
。
黄
金
教
会
で
は
モ
ザ
イ
ク
床
に
使
わ
れ
た
青
と
緑
の

四
角
い
ダ
イ
ス
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
こ
の
２
色
は
ま
た
プ
レ

ス
ラ
フ
の
他
の
複
数
の
教
会
の
モ
ザ
イ
ク
床
に
も
使
わ
れ
て
い

る
︵Ivanova-M

avrodinova, 1976 , 118 -119

︶。

　

こ
こ
ま
で
、
第
一
次
ブ
ル
ガ
リ
ア
王
国
時
代
に
作
ら
れ
て
今

に
残
る
古
代
ブ
ル
ガ
リ
ア
語
の
手
稿
本
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
そ
の
ロ

シ
ア
写
本
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
そ
れ
ら
を
思
い
起
こ
し
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て
考
え
る
と
、
君
主
の
肖
像
画
を
含
む
問
題
の
２
編
の
手
稿
本

は
両
方
が
一
緒
に
な
っ
て
独
特
な
﹁
キ
リ
ス
ト
教
哲
学
的
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
」
を
な
し
て
お
り
、
マ
グ
ナ
ウ
ラ
の
学
園
の
卒
業
生

た
る
シ
メ
オ
ン
帝
の
高
い
学
識
と
の
一
致
を
示
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
る
。
シ
メ
オ
ン
は
お
そ
ら
く
個
人
的
意
思
に
よ

り
、
自
身
の
宮
廷
に
豊
富
な
キ
リ
ス
ト
教
文
献
の
蔵
書
を
備
え

よ
う
と
努
力
し
た
。
当
時
は
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
人
々
の
改
宗
が
進

め
ら
れ
て
い
た
時
期
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
モ
デ
ル
は
民
衆
の

日
常
的
な
典
礼
の
必
要
に
見
合
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
ふ
だ
ん

の
教
会
の
礼
拝
で
の
使
用
の
た
め
に
は
も
う
少
し
わ
か
り
や
す

い
実
用
的
な
典
礼
書
の
作
成
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
ま

た
別
の
問
題
で
あ
る
︵D

žurova-Velinova, 2011
︶。

　

ブ
ル
ガ
リ
ア
の
ふ
た
り
の
君
主
の
図
像
の
精
緻
さ
は
、
当
時

の
他
の
細
密
画
、
例
え
ば
﹁
ス
ヴ
ェ
ト
ス
ラ
フ
の
福
音
聖
句
集
」

︵
１
０
７
３
年
︶
の
正
面
像
や
、
色
彩
豊
か
な
ビ
ザ
ン
ツ
様
式
で
描

か
れ
た
﹁
オ
ス
ト
ロ
ミ
ー
ル
福
音
書
」
と
﹁
ム
ス
チ
ス
ラ
フ
福

音
書
」︵
11
～
12
世
紀
︶
の
絢
爛
豪
華
な
装
飾
な
ど
に
見
ら
れ
る
高

い
水
準
と
一
致
し
て
い
る
。

　

絵
に
描
か
れ
た
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
君
主
が
手
に
持
っ
て
い
る
品

は
、
何
を
象
徴
し
て
い
る
の
か
？　
﹁
ヒ
ッ
ポ
リ
ュ
ト
ス
の
論
集
」

で
シ
メ
オ
ン
が
左
手
に
持
つ
教
会
は
、
ビ
ザ
ン
ツ
の
皇
帝
を
描

く
時
に
よ
く
描
か
れ
る
ア
イ
テ
ム
で
あ
り
、
教
会
︵
こ
の
場
合
は

円
形
教
会
︶
の
建
設
を
命
じ
た
り
寄
進
を
行
っ
た
り
し
た
行
為
を

表
し
て
い
る
。
ボ
リ
ス
の
右
手
の
十
字
架
は
単
な
る
殉
教
の
シ

ン
ボ
ル
で
は
な
く
、
彼
が
啓
蒙
的
な
公
と
し
て
自
国
の
民
を
大

い
な
る
キ
リ
ス
ト
教
の
家
族
に
仲
間
入
り
さ
せ
た
あ
か
し
で
あ

り
、
さ
ら
に
君
主
の
勝
利
の
象
徴
で
も
あ
る
。

　

両
方
の
王
の
頭
の
後
ろ
の
後
光
は
、
ビ
ザ
ン
ツ
で
も
ス
ラ
ヴ

圏
で
も
イ
コ
ン
を
描
く
際
に
は
珍
し
く
な
い
技
法
で
あ
る
。
こ

の
技
法
は
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
大
帝
の
時
代
以
来
、
つ
ま
り

４
世
紀
以
来
使
わ
れ
て
お
り
、
聖
人
だ
け
で
な
く
存
命
中
の
王

族
に
も
用
い
ら
れ
た
。
シ
メ
オ
ン
と
ボ
リ
ス
の
後
光
は
、
彼
ら

が
神
聖
な
存
在
と
見
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
。

　

こ
の
２
点
の
王
の
絵
が
間
違
い
な
く
ブ
ル
ガ
リ
ア
で
最
初
の

ふ
た
り
の
キ
リ
ス
ト
教
君
主

│
ボ
リ
ス
公
と
シ
メ
オ
ン
帝

│
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
支
持
す
る
論
拠
と
し
て
、

筆
者
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
９
世
紀
末
～
10
世
紀
初
め
の

ギ
リ
シ
ャ
の
手
稿
本
を
加
え
た
い
。
ま
た
、﹁
ヒ
ッ
ポ
リ
ュ
ト
ス
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の
論
集
」
に
収
め
ら
れ
た
絵
の
中
の
シ
メ
オ
ン
帝
の
ダ
ル
マ
テ
ィ

カ
︵
外
衣
︶
の
ロ
ゼ
ッ
ト
模
様
︵C

hudov 12

︶
は
、
プ
レ
ス
ラ
フ

の
陶
製
装
飾
に
も
見
ら
れ
る
。
今
か
ら
50
年
前
︵
１
９
４
５
年
︶、

考
古
学
の
発
掘
に
よ
り
プ
レ
ス
ラ
フ
の
教
会
の
床
が
発
見
さ
れ

た
が
、
そ
の
床
の
タ
イ
ル
は
円
形
の
枠
の
中
に
８
葉
が
配
さ
れ

た
図
柄
で
、
シ
メ
オ
ン
帝
の
チ
ュ
ニ
ッ
ク
の
装
飾
モ
チ
ー
フ
と

同
じ
で
あ
っ
た
。［
２
０
９
・
２
１
０
頁
の
下
段
の
画
像
を
参
照
］

　

似
た
デ
ザ
イ
ン
は
、
古
ブ
ル
ガ
リ
ア
語
の
作
品
が
作
ら
れ
た

の
と
同
時
代
で
あ
る
10
世
紀
の
ギ
リ
シ
ャ
の
手
稿
本
で
も
珍
し

く
な
い
。
例
え
ば
10
世
紀
前
半
のB

odl. B
arocci 181  ︵f. 4

︶、
10

世
紀
中
葉
のB

odl. A
uct. T. 3 . 2 . ︵f. 2

︶︵H
utter, 1982 , ill. 10 -11

︶、

10
世
紀
末
のG

IM
, Synod. G

r. 134  

︵V
lad. 164

︶︵ff. 2 , 108 v

︶

︵Fonkič , Poljakov, 1993 , 64

︶、A
dd. 11300  

︵f. 84

︶
とLaur. 

Plut. IV. 29  

︵f. 122 v

︶、Paris gr. 139

︵W
eitzm

ann, 1996 , 38 , 43 , 

X
, 47

︶、
10
世
紀
中
葉
のK

orcha 92

の
マ
ル
コ
福
音
書
第
１
３

０
葉
の
章
頭
飾
り
︵D

žurova, 2011 , ill. 81

︶
な
ど
で
あ
る
。

　

ア
ー
モ
ン
ド
の
葉
の
ロ
ゼ
ッ
ト
も
、
10
世
紀
の
ギ
リ
シ
ャ
の

多
く
の
手
稿
本
に
見
ら
れ
る
。
例
え
ばK

orcha 92  ︵f. 210

︶ 

の
四

福
音
書
の
う
ち
ル
カ
福
音
書
の
章
頭
飾
り
や
、
プ
レ
ス
ラ
フ
の

陶
製
装
飾
な
ど
で
あ
る
︵D

žurova, 2011 , I, 99 -111 ; II, ill. 83 ; 

M
avrodinov, 1959 , fig. 294 -296 ; idem

, 1976 , ill. 137 , 140

︶。

　
﹁
説
教
福
音
書
」
の
ボ
リ
ス
公
の
絵
︵Synod.262

︶
で
、
ダ
ル

マ
テ
ィ
カ
の
金
色
の
地
の
上
に
描
か
れ
て
い
る
鮮
赤
色
の
装
飾

は
、
い
わ
ゆ
る
﹁
レ
ー
ス
」
様
式
︵
ド
イ
ツ
語
でLaubsägestil

［
ラ

ウ
プ
ゼ
ー
ゲ
シ
ュ
テ
ィ
ル
］
と
呼
ば
れ
る
︶
で
描
か
れ
た
手
稿
本
の

装
飾
タ
イ
プ
と
様
式
的
特
徴
が
似
て
い
る
。
レ
ー
ス
様
式
の
手

稿
本
は
10
世
紀
に
現
れ
た
が
、
ビ
ザ
ン
ツ
を
象
徴
す
る
色
彩
豊

か
な
花
柄
様
式
︵
や
は
り
10
世
紀
に
始
ま
っ
て
、
比
較
的
長
く
残
っ
た
︶

と
比
べ
る
と
短
命
に
終
わ
っ
た
。
こ
こ
で
強
調
す
べ
き
は
、
ギ

リ
シ
ャ
の
10
世
紀
の
手
稿
本
で
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
本
物
の

レ
ー
ス
様
式
が
ス
ラ
ヴ
語
手
稿
本
に
現
れ
た
例
は
、
現
時
点
で

ひ
と
つ
も
知
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
し
か
し
、
ボ

リ
ス
公
の
ダ
ル
マ
テ
ィ
カ
に
そ
れ
が
見
ら
れ
る
と
い
う
事
実
は
、

最
も
古
い
時
期
の
彩
色
ス
ラ
ヴ
語
書
物

│
古
ブ
ル
ガ
リ
ア
語

手
稿
本

│
の
系
譜
の
中
で
、
一
連
の
部
分
が
回
復
不
能
な
ま

で
に
抜
け
落
ち
て
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る

と
言
え
よ
う
。

　

そ
し
て
ま
た
、
そ
れ
が
ビ
ザ
ン
ツ
皇
帝
の
肖
像
を
模
倣
し
た
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ボ
リ
ス
公
の
服
の
図
柄
に
登
場
し
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
当

時
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
宮
廷
で
ビ
ザ
ン
ツ
の
肖
像
画
を
見
る
こ
と
が

で
き
、
そ
れ
を
手
本
と
す
る
習
慣
が
あ
っ
た
こ
と
の
証
拠
で
あ

る
︵
ビ
ザ
ン
ツ
皇
帝
の
肖
像
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
皇
帝
ニ
ケ
フ
ォ
ロ

ス
３
世
ボ
タ
ネ
イ
ア
テ
ス
が
イ
オ
ア
ン
ニ
ス
・
ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
お

よ
び
大
天
使
ミ
カ
エ
ル
と
一
緒
に
描
か
れ
て
い
る
１
０
８
０
年
のC

oislin 

79

︵2 v

︶
を
参
照
︶。

　

王
の
姿
の
周
り
に
配
さ
れ
た
円
柱
と
ア
ー
チ
を
覆
う
装
飾
は
、

９
世
紀
末
か
ら
10
世
紀
の
最
初
の
数
十
年
に
ギ
リ
シ
ャ
の
手
稿

本

│
例
え
ばK

orcha 92

の
四
福
音
書
や
﹁
メ
ッ
シ
ー
ナ
の
福

音
書
」F. V. 18

│
で
用
い
ら
れ
た
の
と
同
じ
装
飾
で
あ
る

︵D
žurova, 2011 , I, 99 -111 ; II, 123 -131 ; Iacobini-Perria, 1998

︶。
同

様
の
こ
と
は
、
後
光
と
ア
ー
チ
と
衣
服
の
輪
郭
の
点
描
に
も
言

え
る
。
こ
れ
は
９
世
紀
か
ら
10
世
紀
に
か
け
て
好
ま
れ
た
モ
チ
ー

フ
で
あ
っ
た
。

ス
ラ
ヴ
語
文
化
圏
の
規
範
を
創
造

　

こ
の
よ
う
に
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
で
キ
リ
ス
ト
教
国
家
と
い
う
モ

デ
ル
が
形
成
さ
れ
た
９
世
紀
末
か
ら
10
世
紀
の
最
初
の
数
十
年

に
か
け
て
、
最
初
の
ふ
た
り
の
支
配
者
す
な
わ
ち
ボ
リ
ス
公
と

シ
メ
オ
ン
帝
は
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ポ
リ
ス
を
モ
デ
ル
に
し

て
、
国
政
と
宗
教
界
の
両
方
で
高
い
学
識
を
も
つ
エ
リ
ー
ト
の

育
成
を
目
指
し
、
力
を
注
い
だ
。
現
存
す
る
一
連
の
古
ブ
ル
ガ

リ
ア
語
手
稿
本
︵
原
本
︶
や
、
11
～
12
世
紀
に
作
ら
れ
た
ロ
シ
ア

の
写
本
を
も
と
に
現
在
復
元
が
進
め
ら
れ
て
い
る
手
稿
本
は
、

古
ブ
ル
ガ
リ
ア
語
に
丁
寧
に
翻
訳
さ
れ
た
哲
学
書
や
教
義
書
の

一
群
が
存
在
し
た
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
訳
さ
れ
た
書
物
は

典
礼
書
だ
け
で
な
く
、
終
末
論
の
本
や
解
釈
書
、
典
礼
と
教
義

の
規
則
書
、
さ
ら
に
年
代
記
的
な
情
報
を
含
む
書
物
も
含
ま
れ

て
い
た
。
こ
れ
ら
の
文
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
に

高
い
教
育
を
受
け
た
君
主
と
博
識
の
修
道
士
た
ち
が
い
た
こ
と

の
証
拠
で
あ
る
。

　

当
時
は
、
国
家
の
君
主
に
と
っ
て
も
教
会
の
長
に
と
っ
て
も
、

キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
し
て
間
も
な
い
国
民
に
、
キ
リ
ス
ト
教
徒

と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
立
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し

た
時
代
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
日
常
的
な
典
礼
の
た
め
の
手

稿
本
を
作
る
必
要
が
あ
る
と
同
時
に
、
国
家
の
高
官
や
高
位
聖

職
者
た
ち
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
た
め
の
手
稿
本
も
必
要
だ
っ
た
。
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そ
の
高
官
や
高
位
聖
職
者
た
ち
こ
そ
、
ビ
ザ
ン
ツ
の
伝
統
に
な

ら
っ
て
ス
ラ
ヴ
語
文
化
の
最
初
の
記
述
ス
タ
イ
ル
を
創
造
し
た

人
々
で
あ
り
、
そ
の
モ
デ
ル
が
以
後
、
他
の
ス
ラ
ヴ
語
圏
の
人
々

が
従
う
規
範
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

国
家
と
教
会
の
方
針
の
こ
う
し
た
一
致
は
、
残
念
な
が
ら
、

そ
れ
以
後
の
時
代
に
再
び
実
現
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
な

ぜ
な
ら
、
ビ
ザ
ン
ツ
に
よ
る
支
配
︵
１
０
１
８
～
１
１
８
５
年
︶、

十
字
軍
、
ラ
テ
ン
帝
国
に
よ
る
支
配
︵
１
２
０
４
～
１
２
６
１
年
︶、

さ
ら
に
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
よ
る
支
配
︵
１
３
９
３
～
１
８
７
８

年
︶
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
的
出
来
事
が
起
こ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
そ
う
し
た
状
況
が
国
家
と
教
会
の
関
係
を
変
化
さ
せ
た
。

14
世
紀
末
ま
で
は
国
家
が
優
先
事
項
で
あ
り
、
そ
の
後
は
国
家

が
消
滅
し
た
た
め
、
５
百
年
に
わ
た
っ
て
教
会
が
﹁
民
族
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
信
仰
の
守
護
者
」
の
役
を
果
た
さ
ね
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
キ
リ
ス
ト
教
国
家
モ
デ
ル
が
形
成
さ
れ

た
最
初
の
時
期
、
少
な
く
と
も
最
初
の
数
十
年
間
︵
９
世
紀
末
か

ら
10
世
紀
前
半
︶
に
は
、
共
通
の
目
標
が
国
家
と
教
会
の
同
調
を

│
ふ
た
つ
の
権
力
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
を

│
運
命
づ
け
た
。

そ
れ
ゆ
え
に
君
主
は
、﹁
説
教
福
音
書
」
と
﹁
ヒ
ッ
ポ
リ
ュ
ト
ス

の
論
集
」
の
絵
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
右
手
に
十
字
架
を
持

っ
て
教
会
を
寄
進
し
た
啓
蒙
者
と
し
て
描
か
れ
る
と
同
時
に
、

後
光
が
さ
し
た
姿
、
つ
ま
り
聖
な
る
人
と
し
て
描
か
れ
た
。
そ

し
て
そ
う
し
た
描
き
方
は
、
他
の
ス
ラ
ヴ
語
圏
国
家
で
君
主
を

描
く
際
の
ひ
と
つ
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
の
で
あ
る
︵
例
え
ば
聖
ボ

リ
ス
と
聖
グ
レ
ブ
の
イ
コ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
︶。

　

シ
メ
オ
ン
の
文
化
・
文
学
活
動
は
、
ビ
ザ
ン
ツ
皇
帝
の
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
に
全
面
的
に
な
ら
っ
て
﹁
皇
帝
の
冠
と
総
主
教
の
笏

杖
を
手
に
入
れ
る
」
と
い
う
政
治
的
野
心
と
結
び
つ
い
て
い
た
。

そ
し
て
、
ビ
ザ
ン
ツ
皇
帝
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
中
核
原
理
は
﹁
帝

国
︵im

perium
 

イ
ン
ペ
リ
ウ
ム
︶
と
祭
司
権
︵sacerdotium

 

サ
ケ
ル
ド

テ
ィ
ウ
ム
︶」
す
な
わ
ち
﹁im

perium
 sine patriarcha non staret 

│
総
主
教
な
く
し
て
帝
国
な
し
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
９
１

３
年
、
シ
メ
オ
ン
公
の
ブ
ル
ガ
リ
ア
皇
帝
と
し
て
の
戴
冠
と
同

時
に
、
初
代
ブ
ル
ガ
リ
ア
総
主
教
の
叙
任
が
行
わ
れ
た
。

　

10
世
紀
初
め
の
シ
メ
オ
ン
帝
の
治
世
は
、
文
学
と
文
化
が
驚

く
ほ
ど
の
急
発
展
を
遂
げ
た
時
代
で
あ
り
、
ビ
ザ
ン
ツ
文
明
を

ブ
ル
ガ
リ
ア
の
文
脈
に
適
合
さ
せ
て
取
り
入
れ
、
そ
の
ビ
ザ
ン

ツ
文
明
を
通
じ
て
ス
ラ
ヴ
語
世
界
の
統
合
に
貢
献
し
た
こ
と
で
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知
ら
れ
る
。

　
﹁
ヒ
ッ
ポ
リ
ュ
ト
ス
の
論
集
」
で
シ
メ
オ
ン
帝
が
黄
金
教
会
の

建
造
者
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
は
偶
然
で
は
な
く
、
そ
の
原

型
は
ソ
ロ
モ
ン
王
の
黄
金
の
神
殿
に
あ
る
。
シ
メ
オ
ン
は
キ
リ

ス
ト
教
に
改
宗
し
て
か
ら
日
が
浅
い
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
人
々
の
国

家
・
宗
教
指
導
者
と
し
て

│
神
の
副
王
、
ロ
ゴ
ス
︵
み
言
葉
︶

た
る
キ
リ
ス
ト
の
副
王
と
し
て

│
描
か
れ
た
。
こ
れ
は
、
３

～
４
世
紀
に
カ
エ
サ
レ
ア
の
エ
ウ
セ
ビ
オ
ス
と
コ
ン
ス
タ
ン

テ
ィ
ヌ
ス
大
帝
が
作
り
出
し
て
以
来
続
く
ビ
ザ
ン
ツ
の
政
治
神

学
の
精
神
に
完
全
に
従
っ
て
い
る
。
９
世
紀
末
か
ら
10
世
紀
初

め
に
か
け
て
の
ブ
ル
ガ
リ
ア
国
家
の
歴
史
に
お
い
て
は
、﹁
神
聖

な
る
国
家
」
と
い
う
理
念
が
他
の
す
べ
て
の
上
に
君
臨
し
て
い

た
ゆ
え
に
、
シ
メ
オ
ン
は
そ
の
よ
う
に
描
か
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

ボ
リ
ス
公
と
シ
メ
オ
ン
帝
を
描
い
た
２
枚
の
細
密
画
は
、
そ
の

事
実
を
は
っ
き
り
と
物
語
る
表
象
で
あ
る
。

︵
小
見
出
し
は
編
集
部
に
よ
る
︶

参
考
文
献 

A
krabova-Jandova, 1976 = И

в. А
крабова-Ж

андова,  
П

реславската рисувана трапезна керамика, in : П
реслав, 

С
борник II, С

оф
ия, 1976, 62-80. 

Bojilov, 1983 = И
в. Бож

илов,  Ц
ар С

имеон В
елики (893-927). 

Златният век на Б
ългария, С

оф
ия, 1983.

Bulgaria, 2011 = Bulgaria in the Byzantine W
orld,  Sofia, 2011, 

20.
D

žurova, 1981 = A
. Д

ж
урова,  1000 години българска 

ръкописна книга, С
оф

ия,1981.
D

žurova, 2002 = A
. D

žurova,  B
yzantinische M

iniaturen. Schätze 
der B

uchm
alerei vom

  4. bis 19. Jahrhundert. M
it einem

 
Vorw

ort zur deutschen Ü
bersetzung von Peter Schreiner. 

Schnell + Stеiner, R
egensburg, 2002.

D
žurova, 2011 = A

. D
žurova,  M

anuscrits grecs enlum
inés des 

A
rchives N

ationales de Tirana (V
Ie-X

IVe siècles). Études 
choisies, I-II, Scriptorium

 B
alcanicum

, Sofia, 2011.
D

žurova, 2011 = A
. D

žurova,  Le R
ayonnem

ent de B
yzance. Les 

m
anuscrits grecs enlum

inés des B
alkans (V

Ie-X
V

IIIe siècle). 
C

atalogue d’exposition (X
X

IIe C
ongrès d’É

tudes 
B

yzantines) Sofia, 22-27 août 2011, Sofia, 2011 (avec la 
collaboration de Paul C

anart).
D

žurova-Velinova, 2011 = A
. D

žurova, V. Velinova,  B
yzantine 

L
iterature and C

odex in the R
eflection of the Slavic 

Tradition. O
nce m

ore on the R
elations M

odel – R
ecipient – 



223

「東洋学術研究」第51巻第１号

「９〜 10 世紀ブルガリアの君主『ボリス公とシメオン帝』のイコノグラフィー」再論

in: Proceedings of the 22
nd International C

ongress of 
B

yzantine Studies (Sofia, 22-27 A
ugust 2011). Volum

e I, 
Plenary Papers, Sofia, 2011, 83-105.

Farina, 1966 = R
. Farina,  L’Im

pero e l’im
peratore christiano in 

Eusebio di C
esarea,Zurich, 1966.

Farina, 2003 = R
. Farina,  La “petas” del servo di D

io C
onstantino 

Im
peratore: santità e culto di C

onstantino Im
peratore nella 

“V
ita di C

onstantino” di Eusebio di C
esarea, in: Poteri 

religiosi e istituzioni: il culto di San C
onstantino tra O

riente 
e O

ccidente, Torino, 2003, 297-304.
Filim

onov, 1875 = Г. Д
. Ф

илим
онов,  И

конны
е портреты

 
русских царей, in : В

естник О
бщ

ества древнерусского 
искусства при М

осковском П
убличном музее, 1875, №

 
6/10, 51-53.

Fonkič-Poljakov, 1993 = Б
. Л

. Ф
онкич, Ф

. Б
. П

оляков,  
Г

реческие рукописи М
осковской С

инодальной 
библиотеки, М

осква, 1993.
G

olyšenko, 1959 =
 В

. С
. Г

олы
ш

енко,  К
вопросу об 

изображ
ениии князя в Ч

удовской рукописи X
II-X

III вв. – 
П

роблемы
 источниковедения, V

II, М
осква, 1963, 45-64.

G
orskij-N

evostruev, 1859 = А
. В. Горский, К

. И
. Н

евоструев,  
О

писание славянских укописей М
осковской С

инодальной 
библиотеки. О

тд. 2. 2., М
осква, 1859.

G
rabar, 1936 = A

. G
rabar,  L’Em

pereur dans l’art byzantin, in : 
R

echerches sur l’art officiel de l’Em
pire d’O

rient, Paris, 

1936, 166-196.
G

uzelev, 1968 = В. Гю
зелев,  К

няз Б
орис I, С

оф
ия, 1968.

G
uzelev, 1985 = В. Гю

зелев,  Б
орис I, in: К

ирило-М
етодиевска 

енциклопедия, т. 1, С
оф

ия, 1985, 222-233.
H

utter, 1982 = I. H
utter,  C

orpus der byzantinischen 
M

iniaturhandschriften, ΙI, O
xford, 1982.

Iacobini-Perria, 1998 = A
. Iacobini, L

. Perria,  Il Vangelo di 
D

ionisio. U
n m

anoscritto bizantino da C
ostantinopoli a 

M
essina (M

ilion. SR
A

B
, 4), Á

rgos 1998.
Ivanova-M

avrodinova, 1968 = В. И
ванова-М

авродинова,  За 
украсата на ръкописите от П

реславската книж
овна 

ш
кола, in : П

реслав, С
борник I, С

оф
ия, 1968, 80-120.

Ivanova-M
avrodinova, 1976 = В

. И
ванова-М

авродинова,  
У

краса на ръкописите, in : П
реслав, С

борник II, С
оф

ия, 
1976, 62-80.

K
M

E, 1985, 2003 = К
ирило-методиева енциклопедия,  А

-З, I, 
С

оф
ия, 1985; П

-С
, III, С

оф
ия, 2003.

L
azarev, 1953 = В

. Н
. Л

азарев,  Ж
ивопись В

ладим
иро-

С
уздальской Руси, in : И

стория русского искусства, т. 1, 
М

осква, 1953.
M

aslenicyn, 1998 = С
. И

. М
асленицы

н,  Ж
ивопись В

ладимиро-
С

уздальской Руси, 1157-1238 годы
, М

осква, 1998.
M

avrodinov, 1959 = Н
. М

авродинов,  С
таробългарското 

изкуство. И
зкуството на П

ървото българско царство, 
С

оф
ия, 1959.



224

Perria-Iacobini, 1995 = L
. Perria, A

. Iacobini,  Il Vangelo di 
D

ionisio. Il codice F.V.18 di M
essina, l’A

thos Stavronikita 
43 e la produzione libraria costantinopolitana del prim

o 
periodo M

acedone, in: R
SB

N
, 31 (1994) [1995], 81-163.

Popova, 1975 = O
. Popova,  Les m

iniatures russes du X
Ie au X

V
 

siècle, Léningrad,1975.
Popova, 1983 = О

. С
. П

опова,  Русская книж
ная миниатю

ра X
I-

X
V

 вв. – Д
ревнерусское искусство. Русь и страны

 
византийского мира, X

II в. С
П

б., 2002, 344-364.
Sreznevskij, 1867 = И

. И
. С

резневский,  Д
ревнее изображ

ение 
В

севолода-Гавриила, in : С
ведения и зам

етки о 
малоизвестны

х и неизвестны
х памятниках X

IV
 в. С

П
б., 

1867, вы
п. С

Х
Х

.
Šcepkina-P

rotasieva, 1958 = М
. В

. Щ
епкина, Т

. Н
. 

П
ротасьева.  С

окровищ
а древней письменности и старой 

печати. О
бзор рукописей русских, славянских, греческих, 

а такж
е книг старой печати Г

осударственного 
И

сторического музея, М
оксва, 1958.

Svirin, 1950 = А
. Н

. С
вирин,  Д

ревнерусская миниатю
ра, 

М
осква, 1950.

Totev, 1988 = Т
. Т

отев,  П
реславската керамична ш

кола, 
С

оф
ия, 1988.

U
hanova, 2009 = Е. У

ханова,  Д
ревнейш

ие изображ
ения князя 

Б
ориса. К

 истории библиотеки В
ладимира М

ономаха, in 
: C

ollectanea B
orisoglebica, вы

пуск I, Paris, 2009, 117-156.

V
elm

ans, 1968 = T. V
elm

ans,  L
e Portrait dans l’art des 

Paléologues, in : A
rt et société à B

yzance sous les 
Paléologues, in : A

ctes du C
olloque organisé par 

l’A
ssociation Internationale des Études B

yzantines à Venise, 
en septem

bre 1968. Venise, 1968, 93-148.
V

zdornov, 1980 = Г. И
. Вздорнов,  И

скусство книги в Д
ревней 

Руси. Рукописная книга С
еверо-В

осточной Руси X
II - 

начала X
V

 в., М
осква, 1980.

W
eitzm

ann, 1996 = K
. W

eitzm
ann,  D

ie byzantinische 
Buchm

alerei des 9. und 10. Jahrhunderts, B
erlin, 1935 

(reprint. A
ddenda und A

ppendix, W
ien, 1996).

︵A
xinia D

žurova

／
ソ
フ
ィ
ア
大
学
教
授
・

ス
ラ
ヴ
・
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
研
究
所
前
所
長
︶


